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市川市条例第  号 

市川市職員の分限に関する条例の一部を改正する条例 

市川市職員の分限に関する条例（昭和２６年条例第５３号）の一部を次のよ

うに改正する。 

第９条中「降号にした日の前日に受けていた号給より２号給下位の号給（当

該受けていた号給が職員の属する職務の級の最低の号給の直近上位の号給であ

る場合にあっては、当該最低の号給）」を「次の各号に掲げる職員の区分に応じ、

当該各号に定める号給」に改め、同条に次の各号を加える。 

 ⑴ 次号に掲げる職員以外の職員 降号にした日の前日に受けていた号給よ

り２号給下位の号給（当該受けていた号給が職員の属する職務の級の最低

の号給の直近上位の号給である場合にあっては、当該最低の号給） 

 ⑵ 市川市一般職の職員の給与に関する条例第３条第１号に規定する一般給

料表の適用を受ける職員でその職務の級が８級以上であるもの 降号にし

た日の前日に受けていた号給より１号給下位の号給 

附 則 

 この条例は、令和７年４月１日から施行する。 



理  由 

 

人事院規則の改正を踏まえ、職務の級が８級以上である職員を降号にする

場合における下位の号給に変更する号給数を見直す必要がある。 

  これが、この条例案を提出する理由である。 

 

 


